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2020 年 3 月 24 日 

株式会社電通国際情報サービス 

 

ISID、楽天カードの経費精算システムを「Ci*X Expense」で刷新 

～海外を含む全拠点で経費精算業務の効率化を実現～ 

 

株式会社電通国際情報サービス(本社：東京都港区、代表取締役社長：名和 亮一、以下 ISID)は、楽天カード株式会

社(本社：東京都港区、代表取締役社長：穂坂 雅之、以下楽天カード)において、ISID が開発・提供する経費精算システ

ム「Ci*X Expense（サイクロス エクスペンス）」が採用され、米国や欧州等海外も含めた全ての拠点で本格稼働を開始し

たことをお知らせします。 

今回稼働した Ci*X Expense は、優れたユーザーエクスペリエンス（UX）により入力やチェックにかかる負荷を大幅に軽

減することで、経理部門だけでなく経費精算を行う全従業員の生産性向上を支援するものです。 

 

■背景■ 

楽天グループのフィンテックグループカンパニーの中でクレジットカード事業を展開する楽天カードは、さらなる事業の

成長に向けて、組織の生産性を向上するための環境整備を推し進めています。このような中、同社の経理部門では、経

費精算業務の効率化の実現に向け、部門におけるデータ入力負荷低減や各拠点に在籍している外国籍社員向けに英

語対応を可能とする新たな経費精算システムを検討し、これらの要件を満たすソリューションとして ISID の Ci*X Expense

を採用しました。 

 

■構築システムの特長と成果■ 

今回楽天カードが採用した Ci*X Expense は、グループ経営に求められる高度な業務要件に対応する各種機能と、社

員の働きやすさや生産性向上を支援する優れた UX を持つ、これまでにないエンタープライズシステムです。Ci*X 

Expense の利点を最大限に生かして構築された新システムは、次の特長を備えています。 

 

1) 多彩な入力支援・チェック機能で全社的な生産性向上を実現 

Ci*X Expense は、過去履歴に基づく入力サジェスト機能や、添付した証憑データと見比べながら入力できる直感的

なインターフェースにより、各部門の入力負荷を低減します。規程に基づく経費支払の対象範囲や上限値等とのチ

ェック機能を標準で備え、経理部門においても誤入力による差し戻しや再承認などの手間が大きく削減されました。

これらにより、全社的な生産性向上と、リモートワークなど新しい働き方に対応可能な経費精算の仕組みを実現して

います。 

2) 国内拠点に在籍する外国籍社員向けの英語対応と海外拠点での外貨入力を標準機能で実現 

英語の公用語化を推進する楽天カードでは、国内外問わず従業員の多国籍化が進んでおり、新たな経費精算シス

テムには英語対応とともに外貨での入力機能が必須でした。Ci*X Expense は、標準機能として日本語/英語の切り

替え機能と外貨入力機能を備えており、グローバル化を推進する同社の経費精算業務の効率化を支援していま

す。 

3) 会計システムとのデータ連携による導入・運用負荷の最小化 

新システムは、Ci*X の自動仕訳システム「Ci*X Journalizer（サイクロス ジャーナライザ）」の活用により、既存会計

システムとの仕訳データ連携をノンプログラミングで実現しています。これによりシステム間連携機能の導入・運用

にかかる負荷を最小化しています。 
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新システムの導入成果について、経営管理本部執行役員経理部長の中西氏は次のように述べています。 

「Ci*X Expense 導入により経費精算業務の効率化が実現されたと感じています。標準機能で業務要件を満たすことがで

き、アドオン開発やそれに伴う検証期間が必要なく、導入決定から短期間でスムーズに導入できました。社内システムへ

の接続環境があれば、どこでも処理することができ、承認完了までの業務スピードが改善されています。また、申請時に

は社内規程に即した日当や宿泊費上限金額のチェックを自動的に行うことができ、申請に係る工数が約 20％減少しまし

た。一方で、経理部でのチェックや承認作業も、規程に従って自動で設定された値から変更された箇所が一目でわかる

ようになったため、業務効率が約 20％向上しています。各部門からの評判も良く、私自身も非常に使いやすい経費精算

システムであると実感しています」 

 

ISID は、かねてよりエンタープライズシステム領域における顧客課題の解決に取り組み、多くの実績と豊富なノウハウ

を有しています。この知見と、最新のテクノロジートレンドを融合した Ci*X の提供を通じ、デジタルビジネス時代における

顧客企業のグループ経営高度化を支援してまいります。 

 

 

【製品・サービスに関するお問い合わせ先】 

株式会社電通国際情報サービス  グループ経営ソリューション事業部 グループ経営ソリューション営業部 梶野  TEL：03-6713-7101   

E-Mail：g-cix@group.isid.co.jp 
 
【本リリースに関するお問い合わせ先】 

株式会社電通国際情報サービス  コーポレートコミュニケーション部  野瀬、赤瀬     TEL：03-6713-6100  E-Mail：g-pr@isid.co.jp 
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Ci*X  Expense について 

Ci*X Expense は、最新のコンシューマー向けテクノロジーと、ISID がかねてより強みとする会計や経営管理領域の知見を融合し、全く新しい

設計思想で開発されたシステムです。ISIDの次世代開発基盤である aiuolaの採用により、直感的なインターフェースをはじめとする優れたユ

ーザーエクスペリエンスを創出し、ユーザーである社員一人ひとりの働きやすさや生産性向上を支援します。 

https://www.isid.co.jp/solution/CiX.html 

 

関連プレスリリース 

・ ISID、経費精算システム「Ci*X Expense」と自動仕訳システム「Ci*X Jounalizer」の提供を開始 （2018 年 10 月 30 日） 

https://www.isid.co.jp/news/release/2018/1030_2.html 

 

 

■電通国際情報サービス（ISID）について 

ISID は、「HUMANOLOGY for the future～人とテクノロジーで、その先をつくる。～」をビジョンに、社会や企業のデジタルトランスフォーメーシ

ョンを、確かな技術力と創造力で支援しています。金融、製造、ビジネスソリューション、コミュニケーション IT の 4 領域で培ったソリューション

の提供に加え、テクノロジーや業界、企業、地域の枠を超えた「X Innovation（クロスイノベーション）」を推進し、顧客、生活者、社会の進化と

共存に寄与するソリューションを生み出し続けます。詳細は、公式 WEB サイトをご覧ください。 

 

＊ 本リリースに記載された会社名・商品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 
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